
１．はじめに
化石研究会は１９５９年に創立された時，その活動目的

として，化石の微細構造・古生化学，古生態学，進化

論の３つの柱を掲げたが，そのうち進化論の連絡責任

者は井尻正二氏であった．

私たちは，１９６６年から１９７１年には，東京教育大学理

学部地質学鉱物学教室での，大森昌衛氏を中心とする

化石研究会ゼミナールに参加していた．そこでは，化

石の微細構造や古生化学といった近代的な研究が紹介

されるとともに，進化論の学習も進められていた．

進化論関係の本で，当時このゼミで学習したものに

は，徳田御稔著『改稿進化論』（徳田，１９５７），ザヴァ

ツキー著『種の研究』（ザウァツキー，１９７５），プラ

トーノフほか著『生物界の弁証法』（プラトーノフほ

か，１９６５），レベデフ著『ダーウィニズムⅠⅡⅢ』（レ

ベデフ，１９６６）などであった．私たちはこれらの本を

読むことで，進化論に関する基礎的な学習をすること

ができた．

その後も，私たちは化石研究会の活動のなかで，つ

ねに進化論の学習をしてきた．その内容は，主に２つ

あり，一つは１９８２年から３年間にわたり，ダーウィン

著『種の起原』（ダーウィン，１９６３，１９６８，１９７１）を

学習し，その内容を井尻正二編著『「種の起原」をど

う読むか』（井尻ほか，１９８５）として出版したことで

ある．もう一つは，１９８８年から１９９２年までの５年間に

わたり，井尻正二氏の提唱による「古生物学的進化論

の体系」の勉強会に参加し，その内容を井尻正二著

『古生物学的進化論の体系（要旨）』（井尻，２００１）と

してまとめたことである．

これらの活動に参加したことは，私たちの古生物学

研究において大きな力を発揮して来たと感じている．

化石研究会５０周年を迎えるに当たり，これまでの進

化論の勉強について私たちなりに総括をおこない，今

後の課題を提起したい．

２．『種の起原』の勉強会
化石研究会における『種の起原』の勉強会は，ま

ず，井尻正二氏と友田淑郎氏によって提案され，１９８０

年１１月９日の「ダーウィン著『種の起原』を読んで」

のテーマで開催された第６５回例会での友田淑郎，亀井
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節夫，中島経夫の３氏の報告から始まり，１９８１年５月

から１９８３年６月２６日までに９回開催されている．その

内容は友田（１９８３），井尻（１９８３），小寺（１９８４）とし

て報告されている（表１）．

そして，最終的には井尻ほか（１９８５）『「種の起原」

をどう読むか』（築地書館，図１）として出版されて

いる．その執筆分担は以下のようになっている．

まえがき：友田淑郎，序言・第１章飼育栽培のもと

での変異・第２章自然のもとでの変異：小寺春人，第

３章生存闘争・第４章自然選択：後藤仁敏，第５章変

異の法則：柴田松太郎，第６章学説の難点：真野勝

友，第７章本能：磯貝文男，第８章雑種：三島弘幸，

第９章地質学的記録の不完全性について・第１０章生物

の地質学的変遷について：沢村寛，第１１章地理的分

布・第１２章地理的分布（続）：小寺春人，第１３章生物

の相互類縁・形態学・発生学：小沢幸重，第１４章要約

と結論：友田淑郎，付言「種の起原」と弁証法・あと

がき：井尻正二．

井尻氏は「あとがき」で，「各人の学び方・理解の

仕方・考え方・批判の方法が，こんなにちがうもの

か，と改めて反省させられた」と述べている．

ともかく，私たちは，この勉強会と本の出版に参加

するなかで，進化論の古典である『種の起原』を読ん

だという実績と自信を得ることが出来た．

３．古生物学的進化論の体系」の勉強会
１９８７年９月に発行された化石研究会会誌の巻頭言に

おいて，井尻正二氏は，「化石研究の総合化」につい

て述べ，「古生物学の体系化とは何か，といえば，そ

の柱は古生物学的進化論をおいてほかにない」として

いる（井尻，１９８７）．

さらに，１９８８年３月に発行された化石研究会会誌の

巻頭言において，井尻氏は，「古生物学的進化論の確

立のために」について述べ，「古生物の世界からじか

に，現代的な古生物学的進化論を確立していく必要が

ある」としている（井尻，１９８８a）．

そして，１９８８年６月１９日に開催された第８８回化石研

究会例会において，井尻氏は「古生物学的進化論の体

系化（案）」を提案した．その内容は，井尻（１９８８

b）として報告されている．

この提案を受けて，化石研究会では，１９８８年１２月４

日から１９９２年７月１１日まで計９回の古生物学的進化論

の勉強会が開催された．その内容は，井尻（１９８９），

小 寺（１９８９），井 尻（１９９０b），間 島（１９９０），柴 田

（１９９０），井尻（１９９１），井尻（１９９２a,b）として報告

されている（表２）．

その後，井尻氏からの依頼により，化石研究会で古

生物学的進化論の体系の出版を検討した結果，化石研

究会としてはこの体系の出版について合意がえられ

ず，井尻個人がまとめることになった．しかし，井尻

氏はこの体系をまとめることなく，１９９９年１２月に逝去

した．

井尻氏の死後，遺族から井尻氏の遺言として，この

表１ 『種の起原』の勉強会の歩み

１９８０年１１月９日 第６５回化石研究会例会 友田淑郎・亀井節

夫・中島経夫：ダーウィン著『種の起原』を読んで

１９８１年５月１７日 第６７回化石研究会例会 小寺春人：ダーウィ

ン著『種の起原』第１・２章について

１９８１年１０月１８日 第６８回化石研究会例会 後藤仁敏：ダーウィ

ン著『種の起原』第３・４章について

１９８２年２月１４日 第６９回化石研究会例会 柴田松太郎：ダー

ウィン著『種の起原』第５章について

１９８２年６月１３日 第７０回化石研究会例会 友田淑郎：ダーウィ

ン著『種の起原』第６・７章について

１９８２年１０月２４日 第７１回化石研究会例会 沢村寛：ダーウィン

著『種の起原』第９・１０章について

１９８３年２月１２日 第１回化石研究会総会 樽野博幸：ダーウィ

ン著『種の起原』第１１・１２章について

１９８３年６月２６日 第７３回化石研究会例会 小沢幸重：ダーウィ

ン著『種の起原』第１３・１４章について

１９８３年１０月２３日 第７４回化石研究会例会 ダーウィン著『種の

起原』の勉強会：これまでの総括と今後について

１９８４年１月２９日 第２回化石研究会総会 井尻正二：『「種の起

原」をどう読むか』の提案

１９８５年４月１日 井尻正二編著『「種の起原」をどう読むか』

出版

図１『「種の起原」をどう読むか』（井尻ほか，１９８５）の表紙
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体系の出版を後藤が担当することになった．そして，

２年の月日を経て出版されたのが，井尻（２００１）「古

生物学的進化論の体系（要旨）」（図２）である．

その内容は，Ⅰ章種，Ⅱ章変異，Ⅲ章淘汰（選

択），Ⅳ章獲得性遺伝，Ⅴ章系統発生，付）実験古生

物学，から構成されている．ラマルクの獲得性遺伝

説，ダーウィンの自然淘汰説から，現代の木村資生の

中立説や，生物学・古生物学にもとづく進化の諸説

を，弁証法的唯物論の立場から，すべて総合した内容

となっている．

井尻（２００１）はまさに要旨であり，その体系化が宿

題として残されている．その宿題に取りかかるために

も，井尻氏が残した「古生物学的進化論の体系ノー

ト・全４冊」（小樽市立小樽文学館所蔵）の出版が必

要であろう．

４．論文「ヒトのネオテニー説批判」
前記の２著は，化石研究会として取り組んだ企画で

あるが，このほかに，井尻氏の提案により，井尻・秋

山雅彦・後藤の３名で勉強会を重ねて書いた論文に，

井尻ほか（１９９１）「ヒトのネオテニー説批判」があ

る．この論文の内容は，井尻（１９９０a）『胎児化の話』

（築地書館，図３）としても出版されている．

この内容は，Gould（１９７７）の遅滞説や Montagu

（１９８１）のネオテニー説によって復活されようとして

きた，Bolk（１９２６）の胎児化説（ネオテニー説）を，

脊柱，骨盤，足，頭蓋，膣の形態の比較発生学的事実

にもとづいて批判したものである．ヘッケルの反復説

の擁護となっている．

５．今後の課題
わが国でも，この間，進化論の体系化をめざす試み

が進められている．

柴谷篤弘・長野敬・養老孟司の３氏が編集した『講

座進化・全７巻』（東京大学出版会）（柴谷ほか，１９９１

－１９９２）が，１９９１年から１９９２年に刊行された．その構

成は，１．進化論とは，２．進化思想と社会，３．古生物学

からみた進化，４．形態学からみた進化，５．生命の誕

生，６．分子からみた進化，７．生態学からみた進化，と

なっている（表３）．

さらに，石川 統・斎藤成也・佐藤矩行・長谷川眞

理子の４氏が編集した『シリーズ進化学・全７巻』

（岩波書店）（石川ほか，２００４－２００６）が，２００４年か

ら２００６年に出版されている．その構成は，第１巻：マ

表２ 「古生物学的進化論の体系」の勉強会の歩み

１９８７年９月３０日 井尻正二：化石研究の総合化．化石研会誌

２０，p１．

１９８８年３月２０日 井尻正二：古生物的進化論の確立のために．

化石研会誌２０，p３１．

１９８８年６月１９日 第８８回化石研究会例会 井尻正二：古生物学

的進化論の体系化（案）の提唱

１９８８年１２月４日 第１回古生物学的進化論の勉強会 井尻正

二：古生物学的進化論の体系―体系化を試みる条件・Ⅰ．種

について

１９８９年６月１７日 第２回古生物学的進化論の勉強会 小寺春

人：種の定義について，犬塚則久：分類法について

１９８９年１２月９日 第３回古生物学的進化論の勉強会 井尻正

二：古生物学的進化論の体系―Ⅱ．変異について

１９９０年６月９日 第４回古生物学的進化論の勉強会 柴田松太

郎：変異の分類について，間島信男：変異にもとづく進化の

諸説について

１９９０年１２月８日 第５回古生物学的進化論の勉強会 井尻正

二：古生物学的進化論の体系―Ⅲ．淘汰について

１９９１年５月２５日 第６回古生物学的進化論の勉強会 小寺春

人：適応と淘汰の分類と諸説について，真野勝友：淘汰の要

因について

１９９１年９月７日 第７回古生物学的進化論の勉強会 井尻正

二：古生物学的進化論の体系―Ⅳ．獲得性遺伝について

１９９１年１２月７日 第８回古生物学的進化論の勉強会 井尻正

二：古生物学的進化論の体系―Ⅴ．系統発生について

１９９２年７月１１日 第９回古生物学的進化論の勉強会 後藤仁

敏：系統発生に関する進化の諸説ついて，井尻正二：化石小

話二つ三つ

１９９９年１２月１日 井尻正二会員逝去

２００１年１２月３０日 井尻正二「古生物学的進化論の体系（要

旨）」（化石研双書第１号）出版

図２「古生物学的進化論の体系（要旨）」（井尻，２００１）の表紙
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クロ進化と全生物の系統分類，第２巻：遺伝子とゲノ

ムの進化，第３巻：化学進化・細胞進化，第４巻：発

生と進化，第５巻：ヒトの進化，第６巻：行動・生態

の進化，第７巻：進化学の方法と歴史，となっている

（表４）．

前者は形態学や古生物学がそれぞれ巻をなしている

のに対し，後者は発生学や遺伝子・ゲノムの巻がある

など，その時代および編集者と執筆者の専門を反映し

た構成となっている．ともに，古生物学者も執筆に参

加してはいるが，全体的には生物学者が中心になって

編集されたものである．

また，２００２年５月に６０歳の若さで亡くなった，古生

物学者の S. J. Gould は，最後の著書として，大著

“The Structure of Evolutionary Theory”（Gould，

２００２）を残している．

これらの体系に対し，日本の古生物学者が編集し

た，「古生物学的進化論の体系」の完成が今後の課題

となっている．

２００９年は，ダーウィン生誕２００年，『種の起原』出版

１５０年の記念の年であり，さらにラマルクの『動物哲

学』（ラマルク，１９５４）出版２００年の記念の年であり，

さまざまな行事が開催された．この機会に，ラマルク

やダーウィンの進化論の原点に立ち返って，「古生物

学的進化論の体系」の完成を，ぜひとも提起したい．

とくに，多くの若い古生物学者の参加を呼びかけた

い．
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表３ 柴谷篤弘・長野敬・養老孟司編『講座進化・全７巻』
（東京大学出版会，１９９１－１９９２）の構成

①進化論とは：ダーウィン以前から現代進化論の最先端まで

②進化思想と社会：進化思想は人間観，社会観にどのような影

響を与えたか

③古生物学からみた進化：化石が語るいきいきとした過去の世

界

④形態学からみた進化：生物体制の進化をみる
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⑥長谷川眞理子ほか：行動・生態の進化

⑦長谷川眞理子ほか：進化学の方法と歴史

図３「胎児化の話」（井尻，１９９０a）の表紙
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友田淑郎（１９８３）「種の起原」の評価．化石研究会会
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種の研究．たたら書房，米子，３０６頁．
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